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ば
、
比
較
的
取
得
の
容
易

な
５
、６
級
の
海
技
免
許
で

船
長
に
な
れ
ま
す
が
、遠
洋

ま
で
航
海
す
る
総
ト
ン
数

５
千
ト
ン
以
上
の
大
型
船

の
船
長
に
な
る
に
は
、最
上

級
資
格
で
あ
る「
１
級
海

技
士（
航
海
）」の
海
技
免

許
が
必
要
で
す
。こ
の
よ
う

に
航
行
海
域
が
広
く
な
り
、

船
舶
も
大
型
に
な
る
ほ
ど
、

高
度
な
知
識
や
技
量
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

う
か
。
こ
の「
大
型
船
舶
」と
は
、総
ト
ン
数
20
ト
ン
以
上
の
船
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
漁
船
や
貨
物
船
、客
船
な
ど
、ど
ん
な
船
で
あ
っ
て

も
こ
の
大
き
さ
を
超
え
る
船
に
乗
り
組
む
場
合
に
は
、
海
技
士
の
資

格
で
あ
る「
海
技
免
許
」を
持
っ
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
の
免
許
は
国
際
条
約（
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
：
船
員
の
訓
練
及
び
資
格

証
明
並
び
に
当
直
の
基
準
に
関
す
る
国
際
条
約
）に
基
づ
い
た
国
際

的
に
通
用
す
る
船
員
資
格
で
す
。

そ
し
て
、
船
舶
に
は
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
々
が
乗
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、こ
の
中
で
、船
長
や
航
海
士
、機
関
長
や
機
関
士
、通
信
長

や
通
信
士
と
い
っ
た
、船
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
の
責
任
者

を
務
め
る
人
た
ち
が「
船
舶
職
員
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、

「
海
技
免
許
」が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
を
補
助

す
る
役
割
の
人
た
ち
は
、
甲
板
部
員
や
機
関
部
員
と
呼

ば
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
種
や
航
行
す
る
海
域
に
よ
っ
て

必
要
な
資
格
が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
る

船
舶
の
航
行
す
る
区
域
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
必
要

と
さ
れ
る
海
技
士
の
資
格
も
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
日
本
沿
海
を
航
行
す
る
小
さ
な
船
舶
な
ら
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20
ト
ン
以
上
の
船
舶
の
職
員
に
な
る
た
め
に
必
要
な

国
際
的
な
船
員
資
格

「
海
技
士
は
、
大
型
船
舶
の
船
舶
職
員
と
し
て
乗
り
組
む
と
き
に
、

必
ず
必
要
な
船
員
資
格
で
す
」と
言
わ
れ
て
も
、
一
般
の
方
は
何
と

な
く
ぼ
ん
や
り
し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
わ
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

船長 職員 部員
（船舶の最高責任者） （各種業務の責任者） （各種業務の補助）

無線部職員
（通信長、通信士）

事務部職員
（事務長）

甲板部員
（操舵手、甲板員）

機関部員
（操機手、機関員）

事務部員
（司厨長、サービスクルー）

医師  など

船長 甲板部職員
（航海士）

機関部職員
（機関長、機関士）

船舶職員
（海技士であること

が必要）

船員法による分類

船長、航海士の資格

１～６級海技士
（航海）

１～６級海技士
（機関）

１～３級海技士
（通信）

１～４級海技士
（電子通信）

機関長、機関士の資格 通信長、通信士の資格

独立行政法人海技教育機構の練習船「銀河丸」ブリッジにお
ける航海科実習生の実習風景

独立行政法人海技教育機構の練習船「日本丸」エンジンルー
ムにおける機関科実習生の実習風景

「
海
技
士
」っ
て
ど
ん
な
仕
事
？

海技士の資格

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
に
と
っ
て
、船
舶
は
物
資
や
人
を
運
ぶ
重
要
な
手
段
で
す
。そ
れ
だ
け
に
、船
舶
の
乗
組
員
に
は
お
の

お
の
の
持
ち
場
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。海
技
士
資
格
は
、そ
う
し
た
船
舶
の
乗
組
員
の
う
ち
、特
に
重
要
な
役

割
を
担
う
船
舶
職
員
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
細
か
く
体
系
化
し
、国
家
資
格
と
し
て
定
め
た
も
の
で
す
。一
般
の
方
は
あ
ま
り

な
じ
み
の
な
い
資
格
で
す
が
、船
舶
職
員
に
と
っ
て
必
須
の「
海
技
士
」、そ
し
て
船
長
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
船
を
目
的
地
ま
で

案
内
す
る「
水
先
人
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

船
舶
の
運
航
、安
全
な
着
岸
に
必
要
不
可
欠
な
資
格
！

「
海
技
士
」「
水
先
人
」に
な
る
に
は
？
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資格取得希望者

就職
乗
船
履
歴

取
得

筆記試験

身体検査

口述試験

免 許 申 請

海技免状交付

身体検査

口述試験

・レーダー講習
・救命講習
・消火講習
・海事英語講習 など

国
家
試
験

免許講習

登
録
船
舶
職
員

養
成
施
設

「
水
先
人
」と
は
、航
行
が
難
し
い
水
域
や
港
湾
を
航
行
す

る
船
舶
に
乗
り
込
ん
で
、
船
舶
を
安
全
に
目
的
地
ま
で
案
内

す
る
、船
長
や
航
海
士
の
頼
も
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。一
言

で
い
え
ば
海
上
で
の
案
内
人
で
、
海
の
世
界
で
は「
パ
イ
ロ
ッ

ト
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」と
聞
く
と
、多
く

の
方
が
飛
行
機
の
操
縦
士
を
思
い
起
こ
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、実
は「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」の
語
源
は
、こ
の「
水
先
人
」か
ら

き
て
い
ま
す
。

船
舶
を
安
全
に
目
的
地
ま
で
案
内
す
る
重
要
な
任
務
だ

け
に
、
水
先
人
の
免
許
を
取
得
す
る
に

は
、必
要
な
乗
船
経
験
と
３
級
海
技
士

（
航
海
）
以
上
の
海
技
免
許
が
あ
る

こ
と
、
登
録
水
先
人
養
成
施
設
の
課

程
を
修
了
す
る
こ
と
、水
先
人
試
験
に

合
格
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
免

許
は
１
～
３
級
の
３
種
類
と
自
分
が

担
当
す
る
区
域（
水
先
区
）ご
と
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
大
き
な
船
で

も
案
内
で
き
る
１
級
水
先
人
の
免
許

を
取
得
す
る
に
は
、船
長
を
２
年
以
上

1級水先人 2級水先人 3級水先人

1級水先人免許 2級水先人免許 3級水先人免許

船長2年以上 一等航海士2年以上 新卒者、航海士など
（1年以上の乗船経験）

養成施設 養成施設 養成施設
●座学（3カ月）
●シミュレータ（1.5カ月）
●タグ乗船（0.3カ月）
●水先実務（3.7カ月）

●座学（５カ月）
●シミュレータ（３カ月）
●タグ乗船（0.3カ月）
●水先実務（６.7カ月）

●座学（６カ月）
●シミュレータ（5カ月）
●タグ乗船（１カ月）
●水先実務（９カ月）
●商船乗船訓練（2カ年）※

国家試験（身体検査、筆記試験、口述試験）

●無制限 ●5万GT以下の一般船
●２万GT以下の危険物船

●2万GT以下の一般船
（危険物船は不可）

（注） 3級→2級、2級→1級に進級するには、おのおの2年間の当該級の水先人経験を得た後、
　    養成施設の修了及び国家試験合格が必要（この場合、養成・試験とも一部は省略・免除）。

※商船乗船訓練は、航海士・船長
の乗船履歴が1年以上ある者
（平水区域を除き、1,000GT
以上）には求めない。

対象 対象 対象

8.5カ月間 1年3カ月間 3年9カ月間

キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
て
選
べ
る
、

海
技
士
国
家
試
験
合
格
ま
で
の
道
の
り

も
し
皆
さ
ん
が
海
技
士
に
な
っ
て
船
舶
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
こ
の
資
格
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
一
つ
。「
海
技
士
国
家
試
験
」に
合
格
す
る

こ
と
で
す
。

海
技
士
国
家
試
験
は
、
年
４
回
行
わ
れ
る「
定
期
試
験
」と
、
必

要
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
る「
臨
時
試
験
」が
あ
り
ま
す
。
海
技
士
国

家
試
験
を
受
験
す
る
た
め
に
は
、３
種
類
あ
る
海
技
士
の
資
格
ご
と

に
必
要
な
乗
船
履
歴
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、今
ま
で
仕
事
な
ど
で
船

舶
に
乗
っ
た
経
験
の
な
い
人
は
、受
験
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
や
商
船
系
の
大
学
や

高
等
専
門
学
校
な
ど
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
て
い
る
船
舶

職
員
養
成
施
設
を
卒
業
す
る
と
、
在
学
中
に
受
験
に
必
要
な
乗
船

履
歴
を
得
ら
れ
る
ほ
か
、筆
記
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
も
し
中
学

生
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
で
将
来
は
船
舶
で
の
仕
事
に
就
い
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
人
は
、
こ
う
い
っ
た
教
育
機
関
を
進
学
先
に
選
ぶ
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
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着岸作業の様子

大型船へ乗船。乗船するとき
は縄梯子や可動式の階段を
使うので細心の注意が必要！

勤
め
た
経
験
が
必
要
で
す
。

一
方
、
３
級
水
先
人
の
免

許
を
取
得
す
る
に
は
船
長

経
験
が
な
く
て
も
、１
年
以

上
の
乗
船
経
験
が
あ
れ
ば

足
り
、
３
級
水
先
人
免
許

の
取
得
後
、
必
要
な
水
先

人
の
経
験
を
得
て
進
級
試
験
を
受
け
れ
ば
、２
級
、１
級
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

水
先
人
は
、水
先
区
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、常
に
最
新
の

情
報
を
知
ら
な
く
て
は
務
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
原
則

と
し
て
５
年
ご
と
に
講
習
を
受
け
て
免
許
を
更
新
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、身
体
検
査
も
毎
年
受
け
る
よ
う
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
海
技
士
」に
な
る
に
は

 
ど
ん
な
方
法
が
？

「
水
先
人
」は
、

 

港
や
航
路
を
知
り
つ
く
し
た

プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

「海技士」「水先人」の業務や資格制度の詳細については、
国土交通省のホームページをご覧ください。

http://www.mlit.go.jp/maritime/maritime_tk10_000006.html

海技士国家試験の受験から
海技免状交付までの流れ

水先人の免許制度


